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第１章 はじめに

第１章 はじめに

スポーツ大会の試合会場において、成績管理をリアル夕イムで処理する必要があるときがある。特に観客席にスコ

アボードやトーナメント表を掲示する場合や、試合結果を当日中にマスメディアに送付する場合等、人間の手作業で

行うより、コンピュータを用いて処理する方が効率が良い。このとき、 つの共通した部門の結果入力を、試合コー1

ト毎や複数人で入力作業を行うときは、端末間でネットワークを構成する必要がある。

ここで、ネットワークを構成するとき、成績を集中管理する必要が発生し、小規模ながらクライアント･サーバー型を

用いる必要がある。

しかし、大規模な会場や十数日以上続けられるものならば設置労力や設置費用に見合う稼動量を見込めるが、小

規模なものや 日しか使用しない場合などでは特に設置労力と設置費用に対する稼動量を見込めない。1

ここで （以下、 ）を用いたネットワークの構築を検討する。Peer to peer P2P

成績管理プログラムに 通信機能を搭載し、成績管理プログラム同士が通信し合い、試合結果が入力されるとP2P

同時にネットワーク内にその情報を伝搬させて試合結果情報の更新を行うシステムを構築する。

これによってサーバー構築の労力と費用が軽減され、また、端末の数の自由な増減が望めると思われる。

本研究では以上の を用いた小規模試合会場における成績管理システムの設計を考え、構築を試み、最も最適P2P

な形式を考察する。

、 。 、本稿では 第 章で簡易 システムの構築と通信方法の長所と欠点を調べる 第 章でシステムの設計を行い2 P2P 3

第 章で構築を行い、通信実験を行う。そして第 章で最終的な考察と将来性について述べる。4 5
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第２章 簡易 ネットワークの構築と通信方法の長所と欠点P2P

簡易 ネットワークの構築2.1 P2P

まず、 ネットワークの構築の前に、ネットワーク通信の実験を行う。P2P

ここでは つの通信方法を比較する。一つは従来のネットワークでも使われているクライアント･サーバー型、もう一2

つは ネットワークを用い、それぞれの長所と短所を考察する。P2P

クライアント･サーバー型の構築2.2

この通信方法では通信を受け付けるサーバー部と、送信を行うクライアント部の つから構成される。プロトコルは2

を用い、サーバー部では通信を待ち受け、接続があったときにデータを送受信する。クライアント部ではサーバTCP

ー部に対して接続を行い、接続が確立してからデータを送受信する。

サンプルプログラムの構造は図 図 のように構築した。2-1, 2-2

図 サーバープログラム2-1

接続待ち受けの開始

接続要求?

クライアント情報の表示
ポートを接続

データ受信?

受信データの表示

Yes

Yes

No

切断要求?No No

Yes

切断
ポートを閉じる

図 クライアントプログラム2-2

接続の開始

接続?

サーバー情報の表示

ポートを接続

データ送信?

データの送信

Yes

Yes

No

切断?

Yes

No No

切断
ポートを閉じる

クライアント･サーバー型での通信実験2.3

このサンプルプログラムを用いて、 台のマシン内での通信と、 内の 台のマシンで通信を行った。1 LAN 2

まず、 台のマシン内での通信ではポート番号をサーバー部ポートとクライアント部ポートをそれぞれ違う番号にす1

1 2 4る必要があり、 組のプログラムで待ち受けと接続の両方を行うためには 組のプログラムを起動させ、あわせて

ポート使用する。なお、再接続の際、クライアント部はポート番号を変更する必要があった。そのため、接続ポート番

号は に設定し、未使用のポート番号を自動的に使用する設定にした。0
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台のマシンで通信を行ったときは 組のプログラムを起動し、どちらか片方のマシンからもう片方のマシンに接続2 1

し、データの送受信を行った。この場合も 台につき ポートを使用する。また、この場合でも再接続の際にクライ1 2

アント部のポート番号を変更する必要があった。

考察2.4

3 P2Pこの通信実験において 分かったことが つあった まず一つは リソースの無駄があることである 一般的な、 。 、 。

ネットワークでは待ち受けと接続の両方を行うため、必ずポートを つ占有することである。 つめは、再接続を行う2 2

際に接続側のポート番号を変更する必要があること。これは使用したポートをすぐに が解放しないためだと思われOS

る。そのため、高速に接続と切断を繰り返すと一度に大量のポートを使用するため、動作が不安定になった。 つめ3

は、一度接続をすると切断を行うまで接続された 台のマシンには接続ができなくなる。2

これらは既にクライアント･サーバー型で指摘されている問題とほぼ同じであり、 ネットワークの用途には向かなP2P

いことが分かった。

型の構築2.5 P2P

この通信方法ではクライアントサーバー型のように役割を分けるのではなく、送受信を行う

つのプログラムとして構築する。また、プロトコルに を用いるため、接続と切断とい1 UDP

う動作は無く、送信前の手続き無くデータを送信することが可能である。

サンプルプログラムの構造は図 のように構築した。2-3

図 型2-3 P2P

型での通信実験2.6 P2P

クライアント･サーバー型と同様に、 台のマシン内での通信と、 内の 台のマシンで通信を行った。1 LAN 2

この方法の場合はクライアント･サーバー型と違い、送信ポートと受信ポートは を行い、同じポート番号を使っBind

た。また、クライアント･サーバー型で起こった、接続の度にポート番号を変更しないといけない問題は発生せず、高

速なデータ送信にも耐えうるものであると分かった。

考察2.7

型での通信実験においては、従来のクライアント･サーバー型と異なる点が多数分かった。P2P

まず、リソースの点においては、同じポートを繰り返し使用できることや、接続･切断の手間が無いことにより、そ

れらの処理を省くことができた。しかし接続を行わないことによって、接続状態かどうか、起動しているのかすら分か

接続待ち受けの開始

クライアント情報の表示

受信データの表示

データ受信?

Yes

No
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らない状態での通信を行わなければならず、非常に「不安定な」通信を行うことになった。さらに起動していないも

のや待ち受け状態にないプログラムに対して通信を行った場合は全く返答がないので、エラー処理を独自に追加する

必要があることが分かった。

これらの点において、 よりも の方が柔軟な通信を行うことができるが、制御ではその分の負担が増えるTCP UDP

と思われる。しかし、大量のホストと頻繁に通信を行うには 型を採用した方が良いと思われる。P2P



- 6 - 福岡大学 工学部 電子情報工学科

第３章 ネットワークシステムの設計P2P

第３章 ネットワークシステムの設計P2P

想定しているスコア管理の内容3.1

まず、どのような形態か、どのようなスコア管理を行うかを考える。

想定している試合では各コートに 台のコンピュータを置き、記録係が入力する。コート数は ～ コートを考え1 3 6

ている。また、本部でマスメディアや来賓に配布する試合結果をまとめたトーナメント表を作成する。同時に観客席や

ロビーにリアルタイムで試合の進行状況や試合結果速報を表示する。

これらの配置内容から、コンピュータの台数は 台ほどだと思われる。また、記録係のコンピュータは主に送信10

型、速報表示用のコンピュータは受信型、本部の結果を集計するコンピュータも受信型の動作を行うことになると考

えられる。ただし、速報表示用のコンピュータは記録係から送られるデータを随時受け取り表示するものであり、デ

ータを貯蓄することは行わない。逆に本部の結果集計のコンピュータは全てのデータを貯蓄する。

よって、これらのソフトウェアに全て ネットワークシステムを搭載するため、構築するシステムは送信･受信･要P2P

求･貯蓄する必要性があることがわかる。

通信の用途から考えたアプリケーションの位置付け3.2

次に何を送信するのか、どのような形式で送信するのかを考える。

本研究では試合の成績管理を見据えて行うため、各コートのコンピュータ同士が通信をする。そのため、コンピュ

ータ台数は約 台とし、それぞれ試合結果を入力した時点で伝言ゲームのように差分だけを伝達していく。それぞ10

れのコンピュータはネットワークに「参加する」形態とする。

これはネットワークに参加するコンピュータは、既にネットワークに参加しているコンピュータに参加要求を送る。す

ると参加承認とともに他の参加しているコンピュータの情報が送られてくる。この情報を利用して誰が参加しているの

かを把握し、ネットワークに参加したこととする。

試合は競技の種類によって得点の表し方が変わったり試合方法が変わると思われる。成績処理のプログラムはそ

の都度作り直す必要があるが、通信部のシステムはほぼ変わらないと思われる。よって、通信部はミドルウェアとし

て位置付け、成績処理プログラムから通信部を操作する形にする。

通信を行う際は成績処理プログラムから通信部に対して命令を送る。すると通信部がプログラムに代わってデータ

を各コンピュータに送信し、受信したコンピュータは逆にプログラムに対して受信のイベントを発行する。

このように成績処理プログラムなどの上位の処理では接続やコンピュータへのデータ転送を意識することなく通信
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が行えるようにする。

上位アプリケーションの通信規格3.3

前項でも述べたとおり、上位アプリケーションでは通信自体は行わず、通信部を操作するのみである。操作はそれ

ぞれグローバルなメソッドを用意し、お互いにそれらを呼び出す方法で行う。

それぞれ用意するメソッドは以下の通りである。

通信部

アプリケーションを起動し、ネットワークに接続する。P2Psock_Open P2P

ネットワークから切断する。P2Psock_Close

アプリケーションを終了する。P2Psock_Exit P2P

ネットワークにメッセージデータを送信する。P2Psock_SendData

ネットワークへの参加状況を返す。P2Psock_Status

参加ホストの情報を取得する。P2Psock_GetNode

アプリケーション部

データ受信時の処理。P2Psock_DataArrival

接続状態変更時の処理。P2Psock_ModeChange

通信部同士で使用するコマンド

ネットワークに参加する。JOIN

ネットワークに参加してきたホストの通知。RISE

ネットワークから切断する。ESCP

ネットワークにメッセージデータを送信する。MESG

ネットワークの表現3.4

この実験で用いる ネットワークの参加と離脱の仕組みを考える。P2P

図 左図のように、新しいピア はグループ内で起動しているピア に対して コマンドを送り、3-4 (PeerB) (PeerA) JOIN

自ピアの情報（ アドレス ポート番号 ホスト名）をネットワークリストに追加させる。IP , ,

、 。（ ）※最初の一台を起動する際は グループ名を持つが単体での通信を行う形になる コマンドは使用しないJOIN

※ここで、ネットワークに参加する場合は必ず隣接ピアとなるピアの情報（特に アドレス）を要する。情IP
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報を入力せずに自動的にピアを検索するシステムが本来の であるが、ここでは中規模システムを対象とP2P

するため、検索を行うほどシステムが大規模でも、インターネットを介するわけでもなく、中規模の試合会場

においてシステムを展開するため、隣接ピアの情報は容易に手に入ると考える。よって、このシステムには

ピアの自動検索機能は搭載しない。

図 ネットワーク参加時の動作3-4

、 。JOIN 3-4 PeerA PeerBコマンドが受け付けられると 図 右図のように のネットワークリストに の情報が追加される

はこの時点で に レスポンスを返し、 はネットワークリストに の情報を追加する。PeerA PeerB OK PeerB PeerA

この方法で階層リストを構成すると図 のようになる。階層リストは相対レベルで扱われるため、上流･下流の区3-5

別はない。

図 構築されたノードリストの例3-5

PeerA@Group1
(192.168.10.10:8102)

1 : (none)

PeerB@Group1
(192.168.10.11:8102)

1 : (none)

JOIN Group1,
192.168.10.11,8102,PeerB

←ホスト名@グループ名

←IPアドレス:ポート番号

←保持ネットワークリスト
自ホストを起点とし、
階層レベル:IPアドレス,ポート,ホスト名

の配列

PeerA@Group1
(192.168.10.10:8102)

1 : 192.168.10.11,8102,PeerB

PeerB@Group1
(192.168.10.11:8102)

1 : 192.168.10.10,8102,PeerA

OK Group1リンクが張られる

PeerA@Group1
(192.168.10.10:8102)

1 : 192.168.10.11,8102,PeerB
1 : 192.168.10.11,8102,PeerC
2 : 192.168.10.14,8102,PeerE
1 : 192.168.10.13,8102,PeerD

PeerB@Group1
(192.168.10.11:8102)

1 : 192.168.10.11,8102,PeerA
2 : 192.168.10.11,8102,PeerC
3 : 192.168.10.14,8102,PeerE
2 : 192.168.10.13,8102,PeerD

PeerC@Group1
(192.168.10.12:8102)

1 : 192.168.10.11,8102,PeerA
2 : 192.168.10.11,8102,PeerB
2 : 192.168.10.14,8102,PeerD
1 : 192.168.10.13,8102,PeerE

PeerD@Group1
(192.168.10.13:8102)

1 : 192.168.10.11,8102,PeerA
2 : 192.168.10.11,8102,PeerB
2 : 192.168.10.14,8102,PeerC
3 : 192.168.10.13,8102,PeerE

PeerE@Group1
(192.168.10.14:8102)

1 : 192.168.10.11,8102,PeerC
2 : 192.168.10.11,8102,PeerA
3 : 192.168.10.14,8102,PeerB
3 : 192.168.10.13,8102,PeerD
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、 。ここで例えば がネットワークから切断する場合は が自身にとってレベル のピアに離脱要求を出すPeerC PeerC 1

すると隣接ピア はリストから を削除する。この際、削除したピアの下にピアがある場合、そのピ(PeerA, PeerE) PeerC

アのレベルを一つ繰り上げる。

ESCP PeerC一方、離脱要求を受けた隣接ピアはその自身からの隣接ピアに コマンドを転送し、同様にリストから

を削除させるよう伝搬する。
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図 ネットワークから切断する3-6

全てのピアに対してメッセージを送信する場合は、隣接ピアに対してのみメッセージを送信する。送られたピアはさ

らにその隣接ピアにメッセージを送信する。このとき、メッセージの無限ループをさけるために送られてきた隣接ピア

には送信しない。

特定のピアにメッセージを送信する場合は、所持しているノードリストから相手を探し、直接送信をする。

データ通信の処理方法3.5

様々なソフトウェアに対する通信部の汎用性を高めるため、 通信部はミドルウェアとして位置づけ、クライアンP2P

トアプリケーションとは別のプログラムとして扱うことにした。

ここで使用する言語はオブジェクト指向であるため、データの受信待ちや送信待ちなどをループで待ち、処理をする

のは適切ではないと思われる。そこで、データの受信･送信、ボタンのクリックなどイベントに対してコードを書くこと

となる。処理の状態は任意の大域変数に格納し、呼び出されたコードはその変数を見て現在の処理状況を判別し、

処理を再開することにする。

送信処理を状態遷移図で表すと図 のようになる。3-7

PeerA@Group1
(192.168.10.10:8102)

1 : 192.168.10.11,8102,PeerB
1 : 192.168.10.11,8102,PeerC
1 : 192.168.10.14,8102,PeerE
1 : 192.168.10.13,8102,PeerD

PeerB@Group1
(192.168.10.11:8102)

1 : 192.168.10.11,8102,PeerA
2 : 192.168.10.11,8102,PeerC
2 : 192.168.10.14,8102,PeerE
2 : 192.168.10.13,8102,PeerD

PeerC@Group1
(192.168.10.12:8102)

1 : 192.168.10.11,8102,PeerA
2 : 192.168.10.11,8102,PeerB
2 : 192.168.10.14,8102,PeerD
1 : 192.168.10.13,8102,PeerE

PeerD@Group1
(192.168.10.13:8102)

1 : 192.168.10.11,8102,PeerA
2 : 192.168.10.11,8102,PeerB
2 : 192.168.10.14,8102,PeerC
2 : 192.168.10.13,8102,PeerE

PeerE@Group1
(192.168.10.14:8102)

1 : 192.168.10.11,8102,PeerC
1 : 192.168.10.11,8102,PeerA
1 : 192.168.10.14,8102,PeerB
2 : 192.168.10.13,8102,PeerD

ESCP Group1

DEAD Group1,PeerCDEAD Group1,PeerC

ESCP Group1
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図 送信状態の状態遷移図3-7

この状態遷移図より、それぞれの状態での処理は以下のような処理を行うことになる。

START
>JOIN OK

>SEND

ERR OK / ERR

[0]
未接続

接続完了
送信待ち

[1]
接続承諾待ち

[2] [3]
>ESCP

ERR

[4]
離脱待ち送信完了待ち

BUSY 再送 BUSY 再送BUSY 再送

OK

START

全ての通信用変数の初期化

ポートの初期化･オープン

未接続[0]

（参加要求）送信JOIN

状態を に変更[1]

状態が変化するか、タイムアウトを待つ

状態が変化した時点で正常終了

接続承諾待ち[1]

受信イベント

（参加承諾）を受信OK

ノードリストを要求

状態フラグを に変更[2]

（この時点で 処理が動き出し、終了）JOIN

接続完了･送信待ち[2]

（データを送信）SEND

?相手先を限定

→yes

指定先の にデータを送信IP

状態フラグを に変更[3]

?全てのピアに送信

→yes

個目の隣接ピアにデータを送信i

状態フラグを に変更[3]

状態フラグが になるまで待機[2]

繰り返し

送信完了待ち[3]

を受信OK

状態フラグを に変更[2]

離脱待ち[4]

受信OK

状態を に変更[0]
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一方受信処理は、実験では単通信を行うように設計するため、送信処理とは別の状態管理を行う。ここで、同じ項

目で違う値のデータの受信と送信を同時に行うと、データの整合性が取れなくなるため、受信と送信を同時に行えず

送信を優先するように設計する必要がある。

受信時の状態遷移図は図 のようになる。3-8

図 受信状態の状態遷移図3-8

ここで、多重受信を行わざるを得ないことが発生すると予想されるが、実験ではまずは単通信を行うように設計する

ため、状態 の処理中では他のホストから受信しても処理は行わず、任意の時間を空けて再送することを要求する。[1]

この状態遷移図より、それぞれの状態での処理は以下のような処理を行うことになる。

接続[0]

受信処理状態フラグを にセット（割り込み防止）[1]

相手先と受信データを取得

命令部とデータ部を分離

命令部により処理を分岐

処理状態フラグを解除

受信完了待ち[1]

データを破棄

START
コマンド受信[0]

接続 受信完了待ち

[1]

BUSY

OK/NG
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第４章 ネットワークシステムの構築と通信実験P2P

ネットワークシステムの構築4.1 P2P

実際の構築にあたって、使用した言語は である。これは最も簡単に ネットワークを構成するVisualBASIC 6.0 P2P

ことが可能な が標準で搭載されていることによる。また、もっとも簡易な言語であるため、他のソフトウェアWinSock

の開発が比較的容易になるのではないかと思われる。

また、構築･実験環境としては標準的な 環境を用いた。このネットワークではプライベート を使い、インタLAN IP

ーネットとは切り離した環境にて行った。

構築したアプリケーション4.2

実際に構築して用いたアプリケーションの詳細については付録に収録しているので、参照のこと。

構築中での仕様設計変更4.3

構築中に設計変更を行った。

まずはタイムアウト処理の部分である。データの送信を行った際に相手からのレスポンスを待つが、その部分ではタ

イマーイベントを用いる予定であったが、タイマーイベントを用いるとタイマーイベント処理用のコードを書かねばなら

ず、コード量が増えることになる。また、タイマーイベントの起動･停止時に別の送信や受信イベントが発生すると処

理がずれたり競合したりする可能性があった。よって、この点においては送信を行った後にループして待ち、受信イ

ベントで状態が変更されるのを待つことにした。

次に再送処理についてである。送信を行い、タイムアウトや受信拒否などが帰ってきた場合、再送処理を行うよう

設計していたが、お互いに同時に送信を行おうとした場合にデッドロックが発生した。そのため、再送処理もデッドロ

ックを長引かせるため、この処理自体は不要であると考える。ただし、数分間に 回は差分データに対して必要な量1

だけすべてのデータを照合する必要がある。この点に関しては照合する必要性のあるデータ範囲は上位アプリケーシ

ョンに依るため、この部分は上位アプリケーションに処理をさせることにした。

以上の設計変更を行った。

通信実験4.4

ここで構築したアプリケーションを実際に運用してみた。上位アプリケーションはいわゆるメッセンジャーソフトのよ

うなチャットアプリケーションとした。詳細は付録を参照。
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まず、 台のコンピュータでソフトウェアを起動し、順次ネットワークを接続していく。その際、どのコンピュータ15

がどのコンピュータに接続するかは特に決めず、一方向ではなく木構造を成すように接続する。まず数台を接続し、

通信を行い、次第に台数を増やしていく。

この実験を行った結果、問題点がいくつか見つかった。

まず、ネットワーク的に両端にあるホスト同士から同時にデータを送ったとき、ちょうど真ん中のホストでデータが衝

、 。 、 。突し 消滅した 再送処理は設計変更時に削除したので再送は行われず 約半分のホストにデータが届かなかった

次に突然ホストが切断された場合、そのホストにデータを送信した時点で異常終了は起こらないが、それ以降は切

断されたホストから先のホストはデータを受け取ることができなくなった。この対応は第５章で述べる
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第５章 考察

構築した ネットワークシステムの改善点5.1 P2P

本実験で作成した ネットワークシステムアプリケーションでの改善すべき点について述べる。P2P

まず第一にデータが届かなかった場合の対処を考えるべきであった。データが届かなかった場合はどのタイミングで

再送を行うか、また、どのようにして届かなかったかを検出するか、処理を考える必要性がある。一般的な通信フロ

ーではエラーが帰った時点で任意の時間を待つとあるが、このプログラムでは処理中は一切他の処理を受け付けな

いため再送を行えない。よって、処理をいったん終えてから任意の時間を待つ必要性がある。この点は新たにタイマ

ーイベントを用いて処理すべきではないかと考える。

また、上位アプリケーションと通信部の役割分担をもう一度考え直す必要もある。あまりにも細かいインターフェイス

を通信部に設けてしまうと、上位アプリケーションでの操作が難しくなる。しかし、基本的なインターフェイスしか用意

しないと上位アプリケーションの動作に制限が発生する。本実験で構築した通信部では上位アプリケーション同士の

通信はすべて上位アプリケーションで行うように設計したが、想定外の障害が起こった際は上位アプリケーションでは

対処できない可能性がある。この点を改善すべく、手段を探すべきである。

構築した ネットワークシステムの将来性5.2 P2P

本実験で構築した通信部は汎用性を高めているが、これはプログラミングに用いる「ライブラリ」を意識した。実

際に搭載する試合成績管理ソフトは成績の入力から出力、掲示や携帯電話からの問い合わせにも対応するつもりであ

るため、通信内容に汎用性を高めておく必要がある。さらにそれ以外のアプリケーションを搭載する場合は、よりどの

ような通信が行われるか不明である。

近年「フレームワーク」という言葉が使われるようになったが、アプリケーションは通信に気を遣うことなく、処理

のみに専念できるようなライブラリが開発されている。このネットワークシステムもそれらを目指したが、様々な環境に

対応すべくより多くの例外処理を要求されると思われる。将来性を求めるならば、考察でも述べたようにそれらの例外

処理をより多く記述すべきであると思う。

これらを考えると、このネットワークシステムの将来性はまだまだ足りないと思われる。しかし、より高度な処理を

追加していくことにより、将来性を出せるものではないかと思う。
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付録 プログラムソースコード1.

付録 プログラムソースコード1.

図 （上位アプリケーション）5-9 frmMain 図 （ ネットワークシステム）5-10 frmP2Psock P2P
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（上位アプリケーション）frmMain

■ フォーム初期化（ロード時）■'
Private Sub Form_Load()

フォームの初期化（規定値のセット）'
txtMsgEcho = ""
txtMsgInput = ""

. 0chkDestLimit Value =
cmdMsgSend Enabled = False.
txtP PGroup = "DefaultGroup"2
txtP PLocalPort = " "2 8102
txtP PRemoteHost = ""2
txtP PRemotePort = " "2 8102
optP PMode( ) Value = True2 1 .
optP PMode_Click ( )2 1
lstMember Clear.

ソケットを起動'P P2
frmP Psock Show2 .

End Sub

■ 終了処理 ■'
Private Sub Form_QueryUnload(Cancel As Integer Unl,
oadMode As Integer)

終了確認'
msg = " "1 終了します。

msg = " "2 終了確認

If MsgBox(msg vbOKCancel msg ) = vbOK Then1, , 2
終了命令を送る（勝手に閉じてくれます）'P Psock2

frmP Psock P Psock_Exit ( )2 . 2 1
Else

やっぱり終了しない'
Cancel = True
End If

End Sub

■ 接続･切断 ■'
Private Sub cmdP Pconnect_Click()2

If frmP Psock P Psock_Status = Then2 . 2 0
ネットワーク設定フォームをロック'

1frmNetLock
接続ボタンもロック'

cmdP PConnect Enabled = False2 .
cmdP PConnect Caption = " "2 . 切断

ネットワーク接続か、単独起動か'
Dim rh As String
Dim rp As Integer
If optP PMode( ) Value = True Then2 0 .

rh = txtP PRemoteHost Text2 .
rp = txtP PRemotePort Text2 .

Else
rh = ""

0rp =
End If

接続実行'

result = frmP Psock P Psock_Open(txtP PGroup2 . 2 2
Text txtP PLocalPort Text rh rp frmMain). , 2 . , , , 0,

完了の判別'
If result = Then0

失敗'
0frmNetLock

cmdP PConnect Caption = " "2 . 接続

Else
成功'

GetNodeList
cmdMsgSend Enabled = True.
End If

cmdP PConnect Enabled = True2 .
Exit Sub

Else
ネットワーク設定フォームをロック'

1frmNetLock
切断ボタンもロック'

cmdP PConnect Enabled = False2 .
cmdP PConnect Caption = " "2 . 接続

result = frmP Psock P PSock_Close2 . 2

完了の判別'
If result = Then0

失敗'
cmdP PConnect Caption = " "2 . 接続

Else
成功'

GetNodeList
cmdMsgSend Enabled = True.
ネットワーク設定フォームをアンロック'

0frmNetLock
End If

接続ボタンをアンロック'
cmdP PConnect Enabled = True2 .
Exit Sub

End If

End Sub

■ メッセージの送信 ■'
Private Sub cmdMsgSend_Click()

a = frmP Psock P Psock_SendData(txtMsgInput Tex2 . 2 .
t)

txtMsgInput Text = "".
txtMsgInput SetFocus.

End Sub

■■■ 操作関連 ■■■' P Psock2

福岡大学 工学部 電子情報工学科

付録 プログラムソースコード1.
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■ メッセージの受信 ■'
Public Sub P Psock_DataArrival(MsgStr RecvFrom)2 ,

txtMsgEcho Text = txtMsgEcho Text & MsgStr & "(". .
& RecvFrom & ")" & vbCrLf

End Sub

■ 状態の変化の受信 ■'
Public Sub P Psock_ModeChange(Mode As Integer)2

状態' :0
ホスト' :1

Select Case Mode
接続が勝手に切れたとき'

0Case Is =

ホストが増えたり減ったり'
1Case Is =

GetNodeList
End Select

End Sub

■ ノードリストを取得する ■'
Public Sub GetNodeList()

lstMember Clear.
nodelist = frmP Psock P Psock_GetNodeList2 . 2
hostnum = JPSpritNum(nodelist " "), ,

0 1For i = To hostnum -
nodename = JPSprit(nodelist " " i), , ,
lstMember AddItem nodename.
Next i

End Sub

■■■ フォームのコントロール ■■■'

■ ネットワーク参加モードがクリックされた ■'
Private Sub optP PMode_Click(Index As Integer)2

ホスト･ポートの入力の有効化･無効化'
Select Case Index

0Case Is =
txtP PRemoteHost Enabled = True2 .
txtP PRemotePort Enabled = True2 .

1Case Is =
txtP PRemoteHost Enabled = False2 .
txtP PRemotePort Enabled = False2 .

End Select

End Sub

■ ネットワーク設定フォーム ■'
Private Sub frmNetLock(Status As Integer)

If Status = Then1
stat = False

Else
stat = True
End If

txtP PGroup Enabled = stat2 .
txtP PLocalPort Enabled = stat2 .
txtP PRemoteHost Enabled = stat2 .
txtP PRemotePort Enabled = stat2 .
optP PMode( ) Enabled = stat2 0 .
optP PMode( ) Enabled = stat2 1 .

If Status = Then0
If optP PMode( ) Value = True Then2 0 .

optP PMode_Click ( )2 0
Else

optP PMode_Click ( )2 1
End If

End If

End Sub
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（通信部）frmP Psock2

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■'
'

グローバル変数の定義'
'
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■'

デバッグモード'
Public ModeDebug As Integer
接続状況 未接続 接続承諾待ち 接続中 送信完了待ち 離脱承諾待ち' : = = = = =0 , 1 , 2 , 3 , 4

Public Status As Integer
通信状況 受信中フラグ 未使用' : A= B=,

Public AStatus As Integer BStatus As Integer,
済みフラグ'Bind

Public DoneBind As Integer
'P P ID2 グループ

Public P PGroupID As String2
最終通信メッセージ保管用'

Public SendIP As String SendHost As String SendPort As Integer SendMsg As String, , ,
Public RecvIP As String RecvHost As String RecvPort As Integer RecvMsg As String, , ,
Public BuffIP As String BuffHost As String BuffPort As Integer BuffMsg As String, , ,
Public ReSendFlag As Integer
ノードリスト'

Public Node NodeMax As Integer,
タイムアウト秒数'

Public TimeOutSec As Integer
送信時待ち秒数'

Public PrevWaitSec As Single
親ウィンドウ'

Private frmOwner As Object

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■'
'

フォーム処理関連'
'
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■'

■ロード時の処理■ ソケット起動'

Private Sub Form_Load()

デバッグモードの設定'
★★★本コンパイル時には に設定すること ★★★ModeDebug = ' !1 0

ポップアップウィンドウの初期化'
frmPopup Show.
フォームの位置を移動し、最小化'

frmP Psock Left = Screen Width - frmP Psock Width2 . . 2 .
frmP Psock Top = Screen Height - frmP Psock Height2 . . 2 .
frmP Psock WindowState = - ModeDebug2 . 1
フォームの各オブジェクトの初期化'

txtLocalIP = ""
txtLocalPort = ""
txtLocalName = ""
txtRemoteIP = ""
txtRemotePort = ""
txtRemoteName = ""
lstNode Clear.

変数の初期化'



- 22 - 福岡大学 工学部 電子情報工学科

付録 プログラムソースコード1.

0Status =
0AStatus =
0DoneBind =

64NodeMax =
ReDim Node(NodeMax ), 4

3TimeOutSec =
0.1PrevWaitSec =

ログ初期化'
MsgEchoCLS

ローカル情報の取得'
GetLocalInfo

MsgEcho "P P socket "2 起動しました。

End Sub

■アンロード時の処理■ にジャンプ' P Psock_Exit2

Private Sub Form_Unload(Cancel As Integer)

End Sub

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■'
'

外部との遣り取り専用命令'
'
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■'

■ソケットオープン■'

Public Function P Psock_Open _2
(P PGroup As String LocalPort As Integer RemoteHost As String RemotePort As Integer _2 , , , ,
ShowMode As Integer OwnerForm As Object) As Integer,

が空文字の時は単独起動と見なします。'Remote***

2 0P Psock_Open =
MsgEcho " "ソケットを開いています...
Set frmOwner = OwnerForm

未接続時しか受け付けない'
If Not Status = Then0

MsgEcho " "【ソケットオープン時エラー】既に接続状態です。

Exit Function
End If

ソケット情報の設定'
txtLocalPort = LocalPort
If DoneBind = Then0

. 1WinSock LocalPort = LocalPort +
WinSock Bind LocalPort.

1DoneBind =
End If

GetLocalInfo

グループ の設定' ID
P PGroupID = P PGroup2 2
MsgEcho " "ソケットを開きました。
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接続'
P Pcmd_Join RemoteHost RemotePort2 ,

' ?完了

If Status = Then0
2 0P Psock_Open =

Else
2 1P Psock_Open =

End If

End Function

■ソケットクローズ■'
Public Function P PSock_Close() As Integer2

2 0P PSock_Close =

切断処理'
P Pcmd_Escp2

' ?完了

If Status = Then0
2 1P PSock_Close =

Else
Exit Function
End If

End Function

■終了■'
Public Function P Psock_Exit(MsgSw As Integer) As Integer2

If MsgSw = Then0
msg = " "1 通信部を終了します。

msg = Me Caption2 .
1, , 2MsgBox msg vbExclamation msg

End If

切断していなかったら、切断。'
If Not Status = Then0

P PSock_Close2
End If

Unload frmPopup
Unload Me

End Function

■メッセージ送信■'
Public Function P Psock_SendData(MsgStr Optional DestHost = "") As Integer2 ,

Dest = ""
宛先のチェック（参加しているかどうか）'

If Not DestHost = "" Then
If Not IsIP(DestHost) = Then0

Dest = NodeCnv(DestHost ), 1, 2
Else

Dest = NodeCnv(DestHost ), 3, 2
End If

If Dest = DestHost Or Dest = "" Then
P Psock_SendData = ""2
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Exit Function
End If

End If

エンコード（ は使えないので、置き換え）' "/"
MsgStr = Replace(MsgStr "/" "_"), ,

送信'
SendData "MESG " & P PGroupID & "¥" & txtLocalHostName Text & "/" & MsgStr Dest2 . ,

End Function

■接続状態■'
Public Function P Psock_Status() As Integer2

If Status = Then0
2 0P Psock_Status =

Else
2 1P Psock_Status =

End If

End Function

■接続しているホストの取得■'
Public Function P Psock_GetNodeList()2

とにかくホスト名を でつなぎまくって返す。' csv

If Not Status = Then0
msg = txtLocalHostName Text.

0 1For i = To NodeMax -
If Node(i ) = "" Then, 1

Exit For
End If

msg = msg & " " & Node(i ), , 3
Next i

Else
msg = ""
End If

P Psock_GetNodeList = msg2

End Function

'----------------------------------------
'

外部との遣り取り専用命令 外部を呼び出すもの' :
'
'----------------------------------------

■データ受信時通知■'
Private Sub DataArrivalEvent(MsgStr Optional FromHost),

frmOwner P Psock_DataArrival MsgStr FromHost. 2 ,

End Sub

■状態変更イベント■'
Private Sub StatusChange(Mode As Integer)

状態' :0
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参加ホスト' :1

frmMain P Psock_ModeChange (Mode). 2

End Sub

'----------------------------------------
'

外部との遣り取り専用命令 内部処理' :
'
'----------------------------------------

■参加 処理■' (Join)
Private Sub P Pcmd_Join(RemoteHost As String RemotePort As Integer)2 ,

タイムアウト用変数'
Dim StartTime As Double

MsgEcho " "ネットワークに参加要求を送信しています...

状態が未接続時以外は受け付けない'
If Not Status = Then0

MsgEcho " "【接続時エラー】既に接続済みです。

Exit Sub
End If

接続先が指定してない場合は単独で起動'
If RemoteHost = "" Then

2Status =
MsgEcho " "単独モードで起動しました。

Exit Sub
接続先が指定してある場合はネットワークに参加'

Else
' -> ( )状態を変更 接続承諾待ち 1

1Status =

参加通知を親に送信'
msg = "JOIN " & P PGroupID & "¥" & txtLocalHostName Text & " " & _2 . ,

txtLocalIP Text & " " & txtLocalPort Text. , .
SendDataB msg RemoteHost RemotePort, ,

状態が変わるまで待つ'
DoEvents
StartTime = Timer

1Do While Status =
DoEvents
タイムアウト処理'

If BlankSec(Timer StartTime) > TimeOutSec Then,
0Status =

MsgEcho " "【接続時エラー】タイムアウト

End If
Loop

接続失敗'
If Status = Then0

Exit Sub
End If

接続成功'
If Status = Then2

MsgEcho " "接続しました。

DoEvents
End If
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End If

End Sub

切断 処理' (Escp)
Private Sub P Pcmd_Escp()2

' ?閉じれる状態か

MsgEcho " "ソケットを閉じています。

If Not (Status = Or AStatus = ) Then2 0
MsgEcho " "【ソケットクローズ時エラー】通信中か、処理中です。

Exit Sub
End If

切断要求を送信'
4Status =

msg = "ESCP " & P PGroupID & "¥" & txtLocalHostName Text & " " & txtLocalHostName Text2 . , .
に片っ端から切断要求'Hops=0
0 1For i = To NodeMax -

終わり'
If Node(i ) = "" Then, 1

Exit For
End If

'Hops= ?0
If Node(i ) = Then, 0 0

0BStatus =
SendDataB msg Node(i ) Node(i ), , 1 , , 2

が戻ってくるまで待つ'"OK"
StartTime = Timer

0Do While BStatus =
DoEvents
タイムアウト処理'

If BlankSec(Timer StartTime) > TimeOutSec Then,
MsgEcho " :" & Node(i )【切断時エラー】タイムアウト , 3
Exit Do
End If

Loop
, 3 , , , 1MsgEcho Node(i ) & " "との接続を切断。

End If
Next i

MsgEcho " "全ての接続を切断しました。

ノードリストをクリア'
0 1For i = To NodeMax -

, 0 0Node(i ) =
Node(i ) = "", 1

, 2 0Node(i ) =
Node(i ) = "", 3
Next i

lstNodeFlush

未接続状態に変更'
0Status =

1StatusChange

End Sub

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■'
'

受信処理'
'
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■'
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■データの受信■'
Private Sub Winsock_DataArrival(ByVal bytesTotal As Long)

データを受信したときはここが勝手に起動する'

データ取り込み'
Dim strData As String
WinSock GetData strData.

とにかくログに表示'
MsgEcho strData NodeCnv(WinSock RemoteHostIP ), . , 1, 3
If ModeDebug = Then Beep1

受信処理中だったら 返してデータを破棄' BUSY
If AStatus = Then1

MsgEcho " " WinSock RemoteHost【受信時エラー】他の送受信処理中です。 , , .
Exit Sub
End If

受信中ロック'
1AStatus =

受信データの保存'
RecvIP = WinSock RemoteHostIP.
RecvHost = NodeCnv(RecvIP ), 1, 3
RecvPort = WinSock RemotePort.
txtRemoteIP = RecvIP
txtRemoteHost = RecvHost
txtRemotePort = RecvPort
RecvMsg = strData

送信状況により、処理を振り分け'
Select Case Status

参加承認待ち'
1Case Is =

参加承認の受信後処理'
If Left(RecvMsg ) = "OK" And RecvIP = SendIP Then, 2

MsgEcho " "接続許可を処理しています。

受信データを分解'
, , , , , ...'> OK gid¥host ip port/hops ip port host/

hostdata = JPSprit(Mid(RecvMsg ) "/" ), 4 , , 0
uphost = JPSprit(JPSprit(hostdata " " ) "¥" ), , , 0 , , 1
txtRemoteHost Text = uphost.
txtRemoteIP Text = JPSprit(hostdata " " ). , , , 1
txtRemotePort Text = JPSprit(hostdata " " ). , , , 2
RecvHost = uphost
親をノードリストに登録'

NodeAdd "" RecvIP RecvPort RecvHost, , ,
0 , , , 1MsgEcho "NodeAdd ¥( )" & RecvHost & " (" & RecvIP & ":" & RecvPort & ")"

ノードリストを解析･登録'
MsgEcho " "ネットワークを登録しています。

nodelist = Mid(RecvMsg ), 4
a = JPSpritNum(nodelist "/"),

1 1For i = To a -
hostdata = JPSprit(Mid(RecvMsg ) "/" i), 4 , ,

, , , 0 1hosthops = JPSprit(hostdata " " ) +
hostip = JPSprit(hostdata " " ), , , 1
hostport = JPSprit(hostdata " " ), , , 2
hosthost = JPSprit(hostdata " " ), , , 3
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NodeAdd uphost hostip hostport hosthost hosthops, , , , 1,
msg = "NodeAdd " & "(" & hosthops & ")" & uphost & _

hosthost & " (" & hostip & ":" & hostport & ")"
, , , 1MsgEcho msg

uphost = hosthost
DoEvents
Next i

状態を変更'
2Status =
0AStatus =

MsgEcho " "接続処理を完了しました。

Exit Sub
End If

が帰ってきたとき'NG
MsgEcho " "【接続時エラー】拒否されました。

0Status =
0AStatus =

Exit Sub

接続完了状態'
2Case Is =

コマンド解析へ'
CmdExec
Exit Sub

送信完了待ち'
3Case Is =

'OK?
If Left(RecvMsg ) = "OK" And SendIP = RecvIP Then, 2

2Status =
0AStatus =

DoEvents
Exit Sub
End If

0AStatus =
Exit Sub

切断承認待ち'
4Case Is =

ホストのチェック'
If SendIP = RecvIP Then

何かが帰ってきたらとにかく切断完了'
1BStatus =

End If
0AStatus =

Exit Sub

End Select

その他のエラー'
MsgEcho " "【受信処理エラー】未定義コマンド、または、未定義状態。

0AStatus =

End Sub

■受信したコマンドを解析■'
Private Sub CmdExec()

MsgEcho " "コマンドを処理しています。

命令部とデータ部の分離'
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msgbody = Mid(RecvMsg ), 6

グループ を照合し、確認（次期バージョン）' ID

コマンドにより、処理を振り分け'
Select Case Left(RecvMsg ), 4

参加承認'"JOIN"
Case Is = "JOIN"

ホスト名を取得（データ部を分解）'
'> JOIN Group¥Host IP Port, ,
joinhost = JPSprit(msgbody " " ), , , 0
gid = JPSprit(joinhost "¥" ), , 0
joinhost = JPSprit(joinhost "¥" ), , 1
joinip = JPSprit(msgbody " " ), , , 1
joinport = JPSprit(msgbody " " ), , , 2
txtRemoteHost Text = joinhost.

を照合'IP
If Not (RecvIP = joinip And RecvPort = joinport) Then

msg = " IP IP - IP: " & RecvIP & " - Com: " & joinport【参加承認エラー】送信元 とコマンド内 の相違

MsgEcho msg
msg = "NG IP and Port# are different:" & RecvIP & " vs " & joinport
Wait PrevWaitSec
SendDataB msg RecvHost RecvPort, ,

0AStatus =
Exit Sub
End If

参加承認を送信'
msg = "OK " & P PGroupID & "¥" & txtLocalHostName Text & " " & txtLocalIP Text & " " & txtLocalPort T2 . , . , .

ext
ノードリストも一緒に送る'

0 1For i = To NodeMax -
If Node(i ) = "" Then, 1

Exit For
End If

msg = msg & "/" & Node(i ) & " " & Node(i ) & " " & Node(i ) & " " & Node(i ), 0 , , 1 , , 2 , , 3
Next i

送信'
Wait PrevWaitSec
SendDataB msg joinip joinport, ,

ノードリストに登録'
NodeAdd "" joinip joinport joinhost, , ,
MsgEcho " : " & joinhost参加を承認しました。

上位アプリにも通知'
1StatusChange

隣接ピアに を送信' "RISE"
MsgEcho " "ネットワークに参加を通知しています。

msg = "RISE " & P PGroupID & "¥" & txtLocalHostName Text & " " & joinip & " " & joinport & " " & joinh2 . , , ,
ost

0AStatus =
Wait PrevWaitSec
SendData msg "NOT " & joinhost,

Exit Sub

参加通知'"RISE"
Case Is = "RISE"

'> RISE Group¥Host(mother) IP Port Host(new), , ,
最初のホストは通知してきたホスト。 つめのホストが参加してきたホスト。' 2
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MsgEcho " "参加通知を処理しています。

受け取ったデータを分解'
uphost = JPSprit(JPSprit(msgbody " " ) "¥" ), , , 0 , , 1
joinip = JPSprit(msgbody " " ), , , 1
joinport = JPSprit(msgbody " " ), , , 2
joinhost = JPSprit(msgbody " " ), , , 3

, 3, 0 1Hops = NodeCnv(uphost ) +
GateHost = RecvHost

参加通知を返信'
msg = "OK " & P PGroupID & "¥" & txtLocalHostName Text & " " & joinhost2 . ,
Wait PrevWaitSec
SendDataB msg GateHost,

ノードリストに追加'
MsgEcho " "ノードリストに登録しています。

NodeAdd uphost joinip joinport joinhost, , ,
上位アプリにも通知'

1StatusChange

隣接ピアに を送信' "RISE"
MsgEcho " "ネットワークに参加通知を転送しています。

msg = "RISE " & P PGroupID & "¥" & uphost & " " & joinip & " " & joinport & " " & joinhost2 , , ,
0AStatus =

'Wait PrevWaitSec
SendData msg "NOT " & GateHost,
Exit Sub

Case Is = "MESG"

データを分解'
hostdata = JPSprit(msgbody "/" ), , 0
mesgbody = JPSprit(msgbody "/" ), , 1

グループ照合'
If Not JPSprit(hostdata "¥" ) = P PGroupID Then, , 0 2

msg = " "【データ受信エラー】グループが違いました。

MsgEcho msg
msg = "NG NoGroup"
Wait PrevWaitSec
SendDataB msg RecvHost RecvPort, ,

0AStatus =
Exit Sub
End If

データを分解'
sendfrom = JPSprit(hostdata "¥" ), , 1
RecvFrom = RecvHost

オーナーフォームにデータを送る'
DataArrivalEvent msgbody sendfrom,

受信通知を返信'
msg = "OK " & P PGroupID & "¥" & txtLocalHostName Text2 .
Wait PrevWaitSec
SendDataB msg RecvIP,

隣接ピアに転送'
MsgEcho " "ネットワークにデータを転送しています。

msg = "MESG " & P PGroupID & "¥" & sendfrom & "/" & mesgbody2
0AStatus =

SendData msg "NOT " & RecvFrom,
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Exit Sub

離脱承認'"ESCP"
Case Is = "ESCP"

データを分解'
'> ESCP Group¥Host
uphost = JPSprit(JPSprit(msgbody " " ) "¥" ), , , 0 , , 1
escphost = JPSprit(msgbody " " ), , , 1

を照合'IP
If Not RecvIP = NodeCnv(uphost ) Then, 3, 1

msg = " IP IP - IP: " & RecvIP & " - Com: " & NodeCnv(uph【切断承認エラー】送信元 とコマンド内 の相違

ost ), 3, 1
MsgEcho msg
msg = "NG IP and Port# are different:" & RecvHost & " vs " & uphost
Wait PrevWaitSec
SendDataB msg RecvIP RecvPort, ,

0AStatus =
Exit Sub
End If

切断承認を送信'
msg = "OK " & P PGroupID & "¥" & txtLocalHostName Text & " " & uphost2 . ,
Wait PrevWaitSec
SendDataB msg RecvIP RecvPort, ,
MsgEcho " : " & escphost切断を承認しました。

隣接ピアに を送信' "ESCP"
MsgEcho " "ネットワークに切断を通知しています。

msg = "ESCP " & P PGroupID & "¥" & txtLocalHostName Text & " " & escphost2 . ,
Wait PrevWaitSec

0AStatus =
SendData msg "NOT " & uphost,

ノードリストから削除'
NodeDel escphost
上位アプリに通知'

1StatusChange

Exit Sub

End Select

End Sub

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■'
'

送信処理'
'
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■'

■メッセージ送信（ネットワーク内）■'
Private Function SendData(Str Optional Dest = ""),

は原則的にホスト指定。 は使わない。'Dest IP
★この では は全て で受け付ける。' SendData OK SendData
上位ルーチンは全体としての処理結果 しか知ることができない。' ( or )0 1

0SendData =
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' ?送信中

DoEvents
If Not Status = Then2

MsgEcho " "【送信時エラー】送信待ち

StartTime = Timer
2Do Until Status =

DoEvents
'Wait PrevWaitSec
If BlankSec(Timer StartTime) > TimeOutSec Then,

MsgEcho " "【送信時エラー】送信バッファタイムアウト

Exit Function
End If

Loop
End If

送信ロック'
3Status =

宛先が指定されていない場合、または除外の場合'
If Dest = "" Or Left(Dest ) = "NOT " Then, 4

MsgEcho " "一斉送信モード

除外の場合は除外の を抜き出し' IP
notsend = ""
If Left(Dest ) = "NOT " Then, 4

notsend = NodeCnv(Mid(Dest ) ), 5 , 1, 3
ホストのチェック（参加しているか）'

If IsIP(notsend) = Then1
MsgEcho " "【送信時エラー】送信先ホスト指定エラー

2Status =
Exit Function
End If

notsend = NodeCnv(notsend ), 3, 1
If IsIP(notsend) = Then0

MsgEcho " "【送信時エラー】送信先ホスト指定エラー

2Status =
Exit Function
End If

End If

送信開始'
0errflag =

0 1For i = To NodeMax -
全てのノードに送信終了 （全てのノードリストを調べ終わった）' ?

If Node(i ) = "" Then, 1
1SendData =

Exit For
End If

が （隣接）の場合は送信（ただし、除外の場合は送信しない）'hops 0
If Node(i ) = And (Not Node(i ) = notsend) Then, 0 0 , 1

バッファクリア'
RecvMsg = ""
送信'

SendDataB Str Node(i ) Node(i ), , 1 , , 2
受信待ち'OK

StartTime = Timer
3Do While Status =

If BlankSec(Timer StartTime) > TimeOutSec Then,
MsgEcho " : " & Node(i )【送信時エラー】送信タイムアウト , 3

1errflag = errflag +
Exit Do
End If

If Left(RecvMsg ) = "NG" Then, 2
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1errflag = errflag +
MsgEcho " : " & Node(i )【送信時エラー】送信を拒否されました。 , 3
Exit Do
End If

DoEvents
Loop

3Status =
End If

Next i
エラー件数のチェック'

If errflag > Then0
MsgEcho " " & errflag & " "【送信時エラー】 件送信に失敗しました。

0SendData =
2Status =

Exit Function
End If

正常終了'
2Status =

MsgEcho " "送信処理が完了しました。

Exit Function

宛先指定の場合'
Else

MsgEcho " "宛先指定送信モード

に統一（ノードリスト掲載の確認も兼ねる）' IP
If IsIP(Dest) = Then0

ホストのチェック（参加しているか）'
Dest = NodeCnv(Dest ), 1, 3
If IsIP(Dest) = Then1

MsgEcho " "【送信時エラー】送信先ホスト指定エラー

2Status =
Exit Function
End If

Dest = NodeCnv(Dest ), 3, 1
If IsIP(Dest) = Then0

MsgEcho " "【送信時エラー】送信先ホスト指定エラー

2Status =
Exit Function
End If

End If
バッファクリア'

RecvMsg = ""
宛先検索'

0 1For i = To NodeMax -
全てのノードを調べ終わった （形式上は失敗' ?

If Node(i ) = "" Then, 1
Exit Function
End If

一致したら決定'
If Node(i ) = Dest Then, 1

Exit For
End If

Next i
送信'

SendDataB Str Node(i ) Node(i ), , 1 , , 2
送信完了待ち'

3Do While Status =
If BlankSec(Timer StartTime) > TimeOutSec Then,

MsgEcho " "【送信時エラー】タイムアウト

0SendData =
Exit Do
End If
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If Left(RecvMsg ) = "NG" Then, 2
MsgEcho " "【送信時エラー】送信を拒否されました。

0SendData =
Exit Do
End If

DoEvents
Loop

2Status =
MsgEcho " "送信処理が完了しました。

Exit Function
End If

End Function

■メッセージ送信（アドレス指定）■'
Private Function SendDataB(MsgStr DestIP As Variant Optional DestPort As Variant), ,

0SendDataB =

簡単な エラーチェック' IP
If IsIP(DestIP) = Then0

DestIP = NodeCnv(DestIP ), 3, 1
If IsIP(DestIP) = Then0

MsgEcho " IP "【送信実行時エラー】送信先 アドレスが不正です。

Exit Function
End If

End If
簡単なポートエラーチェック'

0If Not IsNumeric(DestPort) Then DestPort =
If DestPort = Then0

DestPort = NodeCnv(DestIP ), 1, 2
If DestPort = Then0

MsgEcho " "【送信実行時エラー】送信先ポート番号が不正です。

Exit Function
End If

End If

送信実行'
Winsock_RemoteSet DestIP DestPort,
WinSock SendData MsgStr.

, , , 1, 3 , 1MsgEcho MsgStr NodeCnv(DestIP )

履歴'
SendIP = DestIP
SendPort = DestPort
SendHost = NodeCnv(DestIP ), 1, 3
SendMsg = MsgStr

終了'
1SendDataB =

End Function

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■'
'

内部処理'
'
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■'

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□'
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'
ログ関連'

'
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□'

■ログの書き出し■'

Private Sub MsgEcho( _
MsgStr Optional MsgFrom As String Optional MsgTo As String Optional NoPopup As Integer), , ,

ログ'MsgStr :
送信元･先'MsgFrom MsgTo :,

ポップアップしないフラグ'NoPopup :

Dim msg As String
DoEvents

msg = "[" & Format(Now "YYYY/MM/DD HH:MM:SS") & "|" & Status & "] ",
If MsgFrom = "" And MsgTo = "" Then

msg = msg & ">"
Else

If MsgFrom = "" Then MsgFrom = "LOCAL"
If MsgTo = "" Then MsgTo = "LOCAL"
msg = msg & MsgFrom & " - " & MsgTo & " > "
End If

msg = msg & MsgStr
If NoCrLf = Then msg = msg & vbCrLf0

txtMsgEcho Text = txtMsgEcho Text & msg. .
txtMsgEcho SelStart = Len(txtMsgEcho).
DoEvents

がオフの時はポップアップ起動' NoPopup
If NoPopup = Then0

frmPopup MsgPopup MsgStr.
End If

End Sub

■ログウィンドウのクリア■'
Private Sub MsgEchoCLS()

txtMsgEcho = ""
End Sub

■ログの保存■'
Private Sub cmdLogSave_Click()

cd FileName = "p psock-log_" & txtLocalHostName Text & " txt"1. 2 . .
cd ShowSave1.
If cd FileName = "" Then1.

Exit Sub
End If

1. 1Open cd FileName For Append As #
Print # " P Psock " & Now1, 2【 ログ】

Print # txtMsgEcho & vbCrLf & vbCrLf1,
1Close #

End Sub

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□'
'

ノードリスト関連'
'
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□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□'

■ノードリストにノードを登録■'
Private Sub NodeAdd(GateHost RemoteIP RemotePort RemoteHost Optional RawMode As Integer Optional Hops), , , , ,

ノードリストがいっぱいイッパイ'
If Not Node(NodeMax - ) = "" Then1, 1

MsgEcho " "【ノード追加時エラー】ノードリストが上限に達しています。これ以上登録できません。

Exit Sub
End If

簡単なエラーチェック'
If RemoteIP = "" Or RemotePort = Or RemoteHost = "" Then0

MsgEcho " "【ノード追加時エラー】ノード情報が異常です。

Exit Sub
End If

どこに追加するかを判定'
If GateHost = "" Then

だったらとにかく一番最後に追加。'Hops=0
0 1For i = To NodeMax -

If Node(i ) = "" Then, 1
その場所にホスト情報を保存'

, 0 0Node(i ) =
Node(i ) = RemoteIP, 1
Node(i ) = RemotePort, 2
Node(i ) = RemoteHost, 3
念のため、次の配列をクリア'

1, 0 0Node(i + ) =
Node(i + ) = ""1, 1
Node(i + ) = ""1, 2
Node(i + ) = ""1, 3
Exit For
End If

Next i
Else

だったら親ホストの場所を捜す'Hops>=1
頭出し 親ホストの場所を探す。' ( )1

0 1For i = To NodeMax -
見つからなかった場合'

If Node(i ) = "" Then, 1
MsgEcho " "【ノード追加時エラー】親ホストの指定が不正です。

Exit Sub
End If

If Node(i ) = GateHost Then, 3
Exit For
End If

Next i
'Raw ? Raw ONモード じゃない判定（とにかく大量に追加するときに

無条件で の下に追加。階層的に下ではなく、リスト的に下。' GateHost
If Not RawMode = Then1

頭出し 親ホストの つ下の最後を探す。' ( )2 1
hosthops = NodeCnv(GateHost ), 3, 0

1 1For j = i + To NodeMax -
If Node(j ) <= hosthops Then, 0

Exit For
End If

Next j
Else

1j = i +
End If

そこが空いていなければ一つ下にずらす'
If Not Node(j + ) = "" Then1, 1
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2 1For i = NodeMax - To j Step -
ずらす'

If Not Node(i ) = "" Then, 1
Node(i + ) = Node(i )1, 0 , 0
Node(i + ) = Node(i )1, 1 , 1
Node(i + ) = Node(i )1, 2 , 2
Node(i + ) = Node(i )1, 3 , 3
End If

Next i
End If

その場所にホスト情報を保存'
If RawMode = Then1

Node(j ) = Hops, 0
Else

, 0 1Node(j ) = hosthops +
End If

Node(j ) = RemoteIP, 1
Node(j ) = RemotePort, 2
Node(j ) = RemoteHost, 3
End If

リストをきれいにして終了'
lstNodeFlush

End Sub

■ノード削除■'
Private Sub NodeDel(HostName Optional Mode = ), 0

のときはそれ以下のノードもまとめて削除します。'Mode=1

とりあえず対象のホストを捜す'
0 1For i = To NodeMax -

If Node(i ) = HostName Then, 3
Exit For
End If

Next i

' ?対象のホストは見つかったか

If Not Node(i ) = HostName Then, 3
, , , 1MsgEcho " NodeDel :" & HostName【 】削除対象のホストが見つかりませんでした。

Exit Sub
End If

下位ノードの を修正' Hops
1 1For j = i + To NodeMax -

ノードリスト終端か、下位層が終わったら、そこで終了'
If Node(j ) = "" Or Node(j ) <= Node(i ) Then, 1 , 0 , 0

Exit For
End If

を 上げる。'Hops 1
, 0 , 0 1Node(j ) = Node(j ) -

Next j

該当のホストを削除（ずらす）'
2For j = i To NodeMax -

If Not Node(j ) = "" Then, 1
Node(j ) = Node(j + ), 0 1, 0
Node(j ) = Node(j + ), 1 1, 1
Node(j ) = Node(j + ), 2 1, 2
Node(j ) = Node(j + ), 3 1, 3
End If

Next j
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ノードリストをリフレッシュ'
lstNodeFlush

End Sub

■ノードリスト反映■'
Private Sub lstNodeFlush()

lstNode Clear.
0 1For i = To NodeMax -

If Node(i ) = "" Then Exit For, 1
lstNode AddItem "[" & Node(i ) & "] " & Node(i ) & "(" & _. , 0 , 1

Node(i ) & ") : " & Node(i ), 2 , 3
Next i

End Sub

■ノードリスト変換■'
Private Function NodeCnv(Str As Variant CnvFrom As Integer CnvTo As Integer) As Variant, ,

' =IP =Port =Host1 , 2 , 3

If CnvFrom < Or CnvFrom > Or CnvTo < Or CnvTo > Then0 3 0 3
NodeCnv = ""
Exit Function
End If

0 1For i = To NodeMax -
If Node(i CnvFrom) = Str Then,

NodeCnv = Node(i CnvTo),
Exit Function
End If

Next i

If NodeCnv = "" Then NodeCnv = Str

End Function

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□'
'

操作関連' Winsock
'
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□'

■ローカル の情報の取得■' Winsock
Private Sub GetLocalInfo()

txtLocalIP Text = WinSock LocalIP. .
txtLocalPort Text = WinSock LocalPort. .
txtLocalHostName Text = WinSock LocalHostName. .

End Sub

■ の送信先設定■' Winsock
Private Sub Winsock_RemoteSet(RemoteHost As Variant RemotePort As Variant),

ホストをセット'
WinSock RemoteHost = RemoteHost.
txtRemoteHost Text = RemoteHost.
ポートをセット'

WinSock RemotePort = RemotePort.
txtRemotePort Text = RemotePort.
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ついでに を表示' IP
txtRemoteIP Text = NodeCnv(RemoteHost ). , 3, 1

End Sub


